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本当に「労働力」は不足するのか?

　日本は少子高齢化の進展から本格的な

人口減少時代を迎えており、労働力人口も

大幅に減少すると見込まれる。日本の将来

の労働力人口の減少は疑う余地はないが、

それは即ち労働力不足を意味するのだろ

うか。

　2013年にオックスフォード大学のオズ

ボーン氏等が発表した論文『雇用の未来

（THE FUTURE OF EMPLOYMENT:

HOW SUSCEPTIBLE ARE JOBS TO 

COMPUTERISATION ?）』によると、今後

10～20年程度で、アメリカの雇用者の約半

分は、人工知能（AI）やコンピューターによっ

て仕事が代替されるリスクが高いという。

　ロボットがルーチン的な仕事しかできな

かった時代から、AIやビッグデータを活用

し、知的な仕事を代替する時代が確実に

迫っているからだ。自動運転車の実用化も

既に実証実験が始まり、やがてタクシーや

トラック運転手の仕事を奪うかもしれな

い。サービス業や知的な通訳･エンジニア

なども例外ではないだろう。

　人口減少時代の経済成長のためには、

人工知能やロボットによる労働の代替化

は不可欠だ。しかし、それらが知的分野を

含む社会の広い範囲におよぶと、仕事に

就ける人が限定され、失業者が増加し、所

得格差の拡大が一段と進むのではないだ

ろうか。

　また、AIやロボットが人間の労働を代替

できる分野が限られても、その代替によっ

て雇用や所得を奪われる人たちの消費が

低迷すれば他分野の雇用の減少につなが

ることも懸念される。

｢仕事を奪われる｣のか、
｢仕事から解放される｣のか?

　今年6月、政府は名目GDP600兆円に

向けた成長戦略 ｢日本再興戦略2016｣を

公表した。その中で、人工知能（AI）やロ

ボットの活用による｢生産性革命｣をひと

つの課題に掲げ、第4次産業革命の実現に

伴う新たな有望成長分野の創出を打ち出

している。

　同戦略には、『技術や産業の変革に合わ

せて、人材育成や労働市場、働き方を積極

的に変革していかなければ、雇用機会は失

われ、雇用所得は減少し、中間層が崩壊し

て二極化が極端に進んでしまう』と書かれ

ている。

　最近のAIの発達は、グーグルの ｢アル

ファ碁｣がプロ棋士に勝ったり、本格的な

小説を創作したりと、人間本来の創造的領

域にまで及んできている。その結果、これ

まで人間以外には困難と考えられてきた

既存の多くの仕事が、AIやロボットに奪わ

れるかもしれないのだ。

　今後は、たとえ働く意欲や能力を有して

いても、労働市場で仕事に就けずに所得

を得られない中間層が現れるだろう。その

時、中間層の崩壊を防ぐためには、どのよ

うにして日常生活に必要な所得を確保し

たらよいのだろう。

　ひとつは最低所得保障（BI：ベーシック･

インカム）の導入が考えられる。AIが生み

出す経済価値をBIとして全ての国民に再

配分し、経済成長に重要な分厚い中間層

の個人消費の底上げを図るのだ。その場

合、人間は｢仕事を奪われる｣のか、｢仕事か

ら解放される｣のか、どちらだろう。

ベーシック･インカム生み出す
｢AI資本｣大国へ

　ベーシック･インカムの導入は中間層を

はじめ国民全体の経済基盤を強化、リス

クのある起業にチャレンジする人を増やし、

イノベーションを引き起こす可能性を高め

るだろう。若者の生活基盤の安定は、結婚･

出産に踏み切る人を後押しし、少子化対策

にもなる。問題は財源をどう確保するかだ。

　米国アラスカ州では、石油資源による

公益ファンドの運用益から、年間一人当た

り1000～2000ドルを全住民に給付して

いる。天然資源に乏しく、消費税引き上げ

も難しい日本の場合、人工知能（AI）を活

用できないだろうか。たとえば、雇用、医療、

年金等の保険料の負担なく人間の労働を

代替するAIやロボットの所有者に対して

は、｢AI資本｣課税を行い、ベーシック･イン

カムの原資とするのだ。

　世界一の高齢先進国･日本の針路として

は、｢AI資本｣を巧く活用してベーシック･イ

ンカムを生み出す｢AI資本｣大国を目指す

のもひとつの方向だろう。ただし、AI（人

工知能）による仕事の代替とBI（ベーシッ

ク･インカム）による所得保障は、従来の労

働観を根底から揺さぶり、『人間は何のた

めに働くのか?』という根源的な問いを投

げかけることになるかもしれない。
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